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広
野
賛
歌
は
、

平
成
４
年
４
月

１
日
に
制
定
さ
れ
た
広
野

町
民
の
歌
で
す
。
ひ
ろ
の

童
謡
ま
つ
り
で
小
学
生
が

広
野
賛
歌
を
歌
い
、
現
在

は
、
ひ
ろ
の
童
謡
ま
つ
り

の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
曲
と
し

て
、
出
演
者
全
員
で
歌
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
防
災
行
政
無
線

で
お
昼
の
音
楽
と
し
て
流

し
、
役
場
庁
舎
玄
関
に
歌

詞
を
掲
示
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
小
学
校
の
音

楽
授
業
に
広
野
賛
歌
を
取

り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
協
議

し
、
役
場
庁
舎
内
に
あ
る

電
子
掲
示
板
を
活
用
し
、

普
及
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。

塩　史子 議員

中
高
一
貫
校
と

し
て
新
設
さ
れ

る
中
学
校
と
町
立
の
中
学

校
の
２
つ
の
中
学
校
が
存

在
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

生
徒
数
が
少
な
く
な
っ

て
い
る
現
在
、
町
民
の
間

で
は
、
母
校
で
あ
る
広
野

中
学
校
の
今
後
の
展
望
が

知
り
た
い
と
い
う
人
が
た

く
さ
ん
い
ま
す
。

　

今
後
こ
の
２
つ
の
中
学

校
の
流
れ
が
ど
う
な
っ
て

い
く
の
か
、
国
・
県
の
流

れ
と
広
野
中
学
校
の
あ
り

方
を
伺
い
ま
す
。

平
成
31
年
４
月

に
総
合
グ
ラ
ウ

ン
ド
西
側
に
「
ふ
た
ば
未

来
学
園
高
等
学
校
」
を
新

設
し
、
県
立
中
学
校
を
開

校
し
ま
す
。

　

併
設
す
る
県
立
中
学
校

は
、
ふ
た
ば
未
来
学
園
高

等
学
校
と
の
一
貫
教
育
が

な
さ
れ
、
国
際
的
に
活
躍

す
る
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
と

ア
ス
リ
ー
ト
の
育
成
を
柱

広
野
中
学
校
の
今
後
の
展
望
は

浅
野
教
育
長
／
魅
力
的
な
教
育
を
推
進

教
育
長

塩

①
町
民
バ
ス
の

民
間
委
託
に
つ

い
て
、
直
営
で
実
施
し
て

き
た
事
業
を
民
間
に
変
え

る
ま
で
に
至
っ
た
理
由
を

伺
い
ま
す
。

②
経
費
面
で
直
営
と
民
間

委
託
で
比
較
す
る
と
、
ど

れ
だ
け
の
差
が
あ
り
ま
す

か
。

③
事
業
者
は
、
ど
の
よ
う

な
方
法
で
決
定
し
ま
す

か
。

①
運
転
手
の
確

保
が
非
常
に
厳

し
く
、
土
日
の
子
ど
も
た

ち
の
部
活
な
ど
の
支
援
の

充
実
が
図
れ
ず
、
運
転
手

は
有
給
休
暇
が
取
得
し
づ

ら
い
状
況
下
で
す
。

　

そ
の
た
め
、
更
な
る
安

全
な
運
行
、
支
援
の
充
実

な
ど
の
観
点
か
ら
、
事
業

町
民
バ
ス
の
民
間
委
託
を
行
う
理
由
と
選
定
方
法
は

遠
藤
町
長
／
支
援
充
実
の
た
め
に
委
託

塩町
長

平
成
５
年
頃
に

町
民
歌
が
作
ら

れ
ま
し
た
。　

　

町
民
歌
は
、
未
来
に
躍

進
す
る
町
の
イ
メ
ー
ジ
を

表
現
し
、
町
民
と
し
て
誇

り
の
持
て
る
と
て
も
親
し

み
や
す
い
歌
で
す
が
、
ど

れ
だ
け
の
町
民
に
普
及
し

て
い
る
か
疑
問
が
あ
り
ま

す
。

　

避
難
生
活
等
で
町
民
が

離
れ
ば
な
れ
に
な
っ
た

今
、
少
し
ず
つ
復
興
が
進

ん
で
き
た
今
だ
か
ら
こ
そ

普
及
を
図
る
べ
き
と
考
え

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
方

策
が
あ
り
ま
す
か
。

広
野
賛
歌
の
普
及
を
図
れ

遠
藤
町
長
／
協
議
し
て
普
及
を
図
っ
て
い
く

塩

と
し
た
学
校
で
す
。

　

県
教
育
委
員
会
は
、
県

内
外
か
ら
生
徒
を
募
集
す

る
た
め
、
既
存
の
郡
内
中

学
校
へ
の
影
響
は
少
な
い

と
考
え
て
お
り
、
町
立
中

学
校
が
弱
体
化
し
な
い
よ

う
配
慮
し
て
い
く
と
の
こ

と
で
す
。

　

町
は
昨
年
７
月
「
広
野

町
教
育
ビ
ジ
ョ
ン
」
を
策

定
し
、
中
学
校
教
員
が
小

学
校
で
授
業
を
行
う
乗

り
入
れ
授
業
を
は
じ
め
、

チ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
に

よ
る
少
人
数
教
育
の
充
実

な
ど
、
き
め
細
や
か
な
教

育
を
心
が
け
て
お
り
、
魅

力
を
も
っ
て
就
学
で
き
る

教
育
環
境
を
整
え
て
い
き

ま
す
。

　

今
後
、
町
立
広
野
中
学

校
で
の
魅
力
的
な
教
育
を

推
進
し
、
そ
の
独
自
性
を

広
く
発
信
し
、
保
護
者
、

町
民
の
不
安
を
取
り
除
い

て
い
け
る
よ
う
努
め
て
い

き
ま
す
。

者
に
委
託
す
る
こ
と
を
検

討
し
て
い
ま
す
。

②
平
成
28
年
度
当
初
予
算

で
、
委
託
費
を
計
上
し
て

お
り
、
平
成
27
年
度
支
出

見
込
額
と
比
較
す
る
と
、

約
１
・
34
倍
の
経
費
と
な

る
見
込
み
で
す
。

③
本
町
が
保
有
し
て
い
る

マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
利
用
し

て
町
民
バ
ス
の
運
行
を
主

に
委
託
し
ま
す
。　

　

浜
通
り
地
区
に
事
業
所

を
有
す
る
バ
ス
事
業
者
に

対
し
、
現
在
想
定
し
て
い

る
仕
様
に
沿
っ
た
運
行
が

可
能
か
を
確
認
の
上
、
見

積
依
頼
し
、
最
低
価
格
業

者
と
契
約
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

①
中
学
校
の
小

学
校
へ
の
移
転

に
伴
い
、
小
学
校
の
プ
ー

ル
を
供
用
し
て
い
ま
す

が
、
プ
ー
ル
使
用
期
間
前

と
使
用
期
間
終
了
後
は
、

プ
ー
ル
水
を
採
取
し
、
福

島
県
原
子
力
セ
ン
タ
ー
で

放
射
性
物
質
の
濃
度
を
調

査
し
て
い
ま
す
。

　

安
全
を
確
認
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
る
た
め
改
修

等
の
考
え
は
、
現
時
点
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

②
富
岡
消
防
署

楢
葉
分
署
員
の

指
導
の
も
と
、
毎
年
、
中

学
２
年
生
を
対
象
に
普
通

救
命
講
習
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

心
肺
蘇
生
や
自
動
体
外

式
徐
細
動
器
（
Ａ
Ｅ
Ｄ
）

の
基
礎
的
な
技
能
と
と
も

に
「
命
の
大
切
さ
」「
応

急
手
当
の
重
要
性
」
に
つ

い
て
の
理
解
を
深
め
て
い

ま
す
。
今
後
も
実
施
し
て

教
育
環
境
に
対
す
る
取
り
組
み
は

遠
藤
町
長
／
安
全
・
安
心
な
教
育
環
境
を
整
え
る

①
雨
水
等
の
混

入
の
な
い
安
全

で
、
快
適
な
状
況
の
中
で

授
業
が
行
わ
れ
る
様
に
、

小
・
中
学
校
の
プ
ー
ル
の

屋
内
化
へ
向
け
た
取
り
組

み
を
す
べ
き
と
思
い
ま
す

が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

②
防
災
意
識
の
高
揚
を
図

る
上
で
、
中
学
生
に
対
す

る
普
通
救
命
講
習
を
取
り

入
れ
る
べ
き
と
思
い
ま
す

が
考
え
を
伺
い
ま
す
。

③
平
成
28
年
度
か
ら
創
設

さ
れ
る「
義
務
教
育
学
校
」

制
度
が
法
律
に
明
記
さ
れ

ま
す
が
、
本
町
の
未
来
を

担
う
子
供
達
の
教
育
と
し

て
取
り
組
ん
で
行
く
考
え

は
あ
る
か
伺
い
ま
す
。

渡
邉

町
長

教
育
長

渡邉　正俊 議員

い
き
ま
す
。

③
平
成
28
年
度
か
ら
、
町
、

教
育
委
員
会
、
学
校
、
保

護
者
代
表
等
に
よ
る
小

中
一
貫
教
育
検
討
委
員

会
（
仮
称
）
を
立
ち
上
げ
、

現
行
制
度
と
新
し
い
制
度

を
比
較
検
討
し
、
小
中
学

校
の
在
り
方
に
つ
い
て
検

討
し
ま
す
。

広
野
駅
東
側
第

二
期
開
発
区

域
、
下
北
迫
字
上
大
吹
地

区
の
復
興
公
営
住
宅
整
備

区
域
の
周
辺
の
整
備
を
予

定
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
宅
は
、
広
野

駅
東
側
第
一
期
開
発
区
域

の
産
業
団
地
内
に
事
業
所

①
統
計
上
第
１

子
か
ら
第
５
子

ま
で
を
分
け
て
比
較
で
き

る
も
の
が
な
い
た
め
、
各

年
度
の
出
産
祝
金
の
支
給

件
数
か
ら
比
較
し
ま
し

た
。

　

平
成
20
年
度
の
出
生
数

は
、
第
１
子
が
10
人
、
第

２
子
が
９
人
、
第
３
子
が

３
人
、
第
４
子
が
１
人
の

合
計
23
人
で
あ
り
、
平
成

27
年
度
の
出
生
数
は
、
第

他
市
町
村
の
方
へ
の
定
住
促
進
の
対
策
は

遠
藤
町
長
／
計
画
的
な
整
備
を
進
め
る

出
産
祝
金
の
見
直
し
を
図
れ

遠
藤
町
長
／
実
態
を
精
査
し
検
討

10
年
後
の
町
人

口
を
５
０
０
０

人
と
計
画
し
て
い
ま
す

が
、
他
市
町
村
か
ら
の
特

に
若
年
層
に
配
慮
し
た
住

宅
地
の
提
供
が
必
要
だ
と

思
い
ま
す
が
、
町
長
の
考

え
を
伺
い
ま
す
。

①
平
成
27
年
の

出
生
の
第
１
子

か
ら
第
５
子
ま
で
の
各
子

供
の
数
は
平
成
20
年
と
比

べ
て
、
ど
の
様
に
変
化
し

て
い
ま
す
か
。

②
第
１
子
よ
り
第
５
子
と

祝
金
支
給
額
が
増
加
す
る

方
法
が
取
ら
れ
て
い
ま
す

が
、
第
１
子
、
第
２
子
出

産
に
対
す
る
祝
金
の
増
額

を
す
べ
き
と
思
い
ま
す
が

考
え
を
伺
い
ま
す
。

渡
邉

渡
邉

町
長

町
長

の
進
出
に
合
わ
せ
集
合
住

宅
の
整
備
を
計
画
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
施
策
に

よ
り
、
定
住
促
進
に
向
け

た
計
画
的
な
整
備
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

１
子
が
13
人
、
第
２
子
が

５
人
、
第
３
子
が
４
人
、

第
４
子
が
１
人
の
合
計
23

人
で
す
。
な
お
、
平
成
27

年
度
の
人
数
は
平
成
28
年

２
月
末
日
ま
で
の
人
数
で

す
。

②
少
子
化
対
策
、
子
育
て

支
援
の
観
点
か
ら
実
態
を

精
査
し
、
目
的
に
沿
っ
て

検
討
し
ま
す
。

町
長


